
平成２５年８月１１日

記者発表 岩手河川国道事務所

北上川ダム統合管理事務所

８月９日梅雨前線の影響による出水における
北上川上流域の治水事業効果について（速報）

～ 御所ダム既往最大の流入量、
約７割の水量を溜め込んで下流の被害を軽減 ～

「記録的な大雨に関する気象情報」がでた岩手県の、観測史上
１位※１（１５８ mm）の降水量を記録した雫石町にある御所ダム
では、ダムへの最大流入量が３，７３３m3/秒となり、計画高水
流量２，４５０ m3/秒をはるかに上回る既往最大の記録的な流入
量となりました。このうち約７割の水量（最大２，５４８ m3／
秒）を御所ダムにため込む操作を行い、下流の被害を軽減しまし
た。

※１：気象庁ＨＰ「昨日・今日の全国観測地ランキング」から、

岩手県雫石地点の３時間降水量日最大値

○御所ダムでは、最大で２，５４８ m3 ／秒を、四十四田ダムでは３１７
m3 ／秒の洪水を貯留し、下流水位低減を図りました。

【約３２２３万ｍ 3（東京ドーム約 ２６ 杯分、岩手県庁約 ３８０ 杯分）
の水をダム湖に貯めました】

○盛岡市の雫石川合流点付近では仮にダムが無ければ更に約４．０ｍ水位が上
昇して、盛岡市街地の各地点ではん濫する危険性があったと推測されます。
河川堤防とダムの整備により洪水被害を防ぐことが出来ました。
【浸水のおそれがあったエリアでは、約 12,000 戸、約 5,500 億円の被害と想定

されます】

発表記者会：岩手県政記者クラブ

問い合わせ先

国土交通省 岩手河川国道事務所
副所長（河川） 長内 伸夫 (内線２０４)
調査第一課長 福田 修 (内線３５１)
℡ ０１９－６２４－３１６６

国土交通省 北上川ダム統合管理事務所
副所長（技術） 尾形 清 （内線２０５）
管理第一課長 中島 勇一郎（内線３３１）
℡ ０１９－６４３－７８３１（代表）
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北上川水系 御所ダムで計画規模を越える流入量を観測(平成25年8月9日低気圧)
ごしょきたかみがわ

※雨量はダム上流域平均

等雨量線図（8日19時～9日19時）

計画流入量2,450m3/s

○低気圧に伴う降雨で御所ダム上流域において、時間最大雨量１０１mm（春木場観測所）、上流域平均累加雨量２２０mm（9日5時～10日5時）

を観測し、ダムへの最大流入量が３，７３３m3／秒と計画高水流量２，４５０m3／秒をはるかに上回る既往最大の流入量となりました。

春木場雨量観測所（北上川水系）

1時間最大雨量=101mm
3時間最大雨量=199mm
6時間最大雨量=310mm

累加レーダ雨量（9日6時～15時）

春木場雨量観測所

御所ダムの状況 雫石川の合流部付近の状況

ダム堤体上流を望む
（撮影日時：8/9 16:00 最高貯水位 EL180.72 m）

洪水時最高水位 182.00m

あと1.28ｍ

御所ダム

御所ダム

洪水貯留準備水位 EL 174.0m

平常時最高水位 EL 180.0m

洪水時最高水位 EL 182.0m

あと 1.28ｍ

今回洪水における
最大流入量

毎秒３，７３３m3

はるきば
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○出水概要
平成25 年 8月 9 日 午前6:00 頃からの降雨により、北上川及び雫石川の水位が上昇し、雫石川の太田橋水位観測所では、平
成19年9月洪水（4.81m）に次ぐ、観測史上 2番の4.74mを観測、計画高水位まであと70㎝となる出水となった。

※本資料の数値等は速報値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

橋場（はしば）雨量観測所（岩手郡雫石町）
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累計３５１mm
H25.8.09 7:00～H25.8.09 20:00

▲等雨量線図（9日 6:00～18:00）
平成25年8月9日 午後4時
太田橋水位観測所付近での様子

橋場

おおたばししずくいしがわ

６時間最大雨量324mm

３時間最大雨量200mm

気象庁 雫石観測地点において、

観測開始以降最大の日雨量 264mm/日

最大１時間降水量78mm/hを観測

北上川水系 雫石川の出水概要(平成25年8月9日低気圧)
しずくいしがわきたかみがわ

平成19年9月出水に次ぐ観測史上第２位の水位

太田橋水位観測所の年最高水位

橋場（はしば）雨量観測所（北上川水系）

※グラフの縦軸を修正してくだ
さい。0mからにする。

太田橋水位観測所
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水防団待機水位 3.0m

はん濫注意水位 4.0m

避難判断水位 4.5m

はん濫危険水位 5.1m

計画高水位 5.479m

（平成19年 9月洪水）

（8/9 16:00）

太田橋水位観測所（北上川水系）

雫石
(気象庁)



北上川・雫石川・中津川 合流部

紫波町 日詰地区（内水氾濫）紫波町 廿木地区（外水氾濫）

北上川水系 北上川及び雫石川の出水状況(平成25年8月9日低気圧)
しずくいしがわきたかみがわ

ひ づ めし わ ち ょ う
は た ふ くし わ ち ょ う

矢巾町

見前地区（基盤漏水水防活動）

見前堤防

漏水箇所

み る ま え

紫波町

滝沢村

盛岡市

雫石町

御所ダム
ご し ょ
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和賀川

豊沢川

猿ヶ石川

北上川

雫石川

中津川

岩手河川国道事務所
排水ポンプ車
１０－４２４２

花巻市石鳥谷町好地
稼働：5時間50分

9日 18:10～24:00

岩手河川国道事務所
排水ポンプ車
１０－４２４１

紫波町高水寺付近
稼働：24時間20分

9日15:40～10日16:00

岩手河川国道事務所
排水ポンプ車
２２－4280

紫波町日詰第二排水樋管
稼働：7時間30分

9日17:30～10日1:00

出動機械の凡例

排水ポンプ車（60m3/min）

排水ポンプ車（30m3/min）

災害対策車の出動状況

紫波町 高水寺地区ポンプ設置状況
湯田ダム

田瀬ダム

石淵ダム

御所ダム

四十四田ダム

岩手河川国道事務所
排水ポンプ車
１２－４２４０

矢巾町又兵ｴ新田
稼働：21時間40分

9日21:20～10日19:00

紫波町 高水寺地区ポンプ設置状況 紫波町 高水寺地区ポンプ排水状況 紫波町 高水寺地区堤内地湛水状況



北上川水系 御所ダムと四十四田ダムの連携効果(平成25年8月9日低気圧)

○御所ダムでは最大２，５４８ m3／秒を、四十四田ダムでは３１７ m3／秒の洪水を貯留し、下流水位の低減を図りました。
【約３２２３万ｍ3（東京ドーム約２６杯分、岩手県庁約３８０杯分）の水をダム湖に貯めました】

○御所ダムの最高水位は１８０．７２ｍまで上昇し、洪水時最高水位１８２．００ｍまで、あと１．２８ｍにせまりました。

○盛岡市の雫石川合流点付近では、避難判断水位以下の水位でしたが、ダムが無ければ約４．０ｍ水位が上昇し、盛岡市街地の各地点で
はん濫する危険性があったと推測され、河川堤防とダムの整備により、今回の洪水被害を防ぐことができました。
（浸水のおそれがあったエリアでは、11,743戸、5,517億円の被害と想定されます）

ごしょきたかみがわ

※数値は速報値

しじゅうしだ

〔御所ダム〕ハイドログラフ 〔四十四田ダム〕ハイドログラフ

下流に流す水の量を最大
毎秒３１７m3低減
＜約９割低減＞

最大流入量 毎秒３７１m3

※雨量はダム上流域平均

最大流入量 毎秒３，７３３m3

下流に流す水の量を
最大毎秒２，５４８m3低減

＜約７割低減＞

最大放流量

毎秒１，１８５m3

ダムに貯めた水量

３２２３万m3

(東京ドーム約 ２６杯分)

最大流入量 毎秒３７１m3

最大放流量

（発電のみ）毎秒５４m3

下流に流す水の量を最大
毎秒３１７m3低減
＜約９割低減＞
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管理開始以降（33年間)の防災操作実績
最大洪水調節量

最大洪水調節時放流量

洪水量(500m3/s)

今
回

※合計が総流入量

水位を約4.0ｍ低下させ、はん濫を回避！！

▼ダムが無かった場合の水位 124.910（T.P.m）

▼実績水位 120.890（T.P.m）

計画高水位 121.955

北上川の水位の状況 雫石川（0.2k） 右岸堤防高
123.780(T.P.m)

左岸堤防高
123.780(T.P.m)

※ダムから約 11㎞下流

御所ダム位置図

御所ダム（岩手県盛岡市）

岩
手
県四十四田ダム

（岩手県盛岡市）

雫石川合流地点



H25.8.9梅雨前線豪雨出水に対し河川整備が効果発揮（北上川）
かけはし

総被害額（億円） 104

被災人口（人） 1,453

床上浸水戸数（戸） 486

床下浸水戸数（戸） 85

浸水面積（km2） 0.2

北上川及び雫石川の現況河道において、
平成25年8月9日洪水において、御所ダ

ム及び四十四田ダムが無かった場合に
想定される浸水状況をシミュレーションに
より求めたもの

御所ダム

四十四田ダム

秋田新幹線

東
北
自
動
車
道

盛岡駅

雫石川

北
上
川

中津川
明治橋観測所

太田橋観測所

御所ダムと四十四田ダムが無かった場合に
はん濫が想定されるエリア

北上川水系 御所ダムと四十四田ダムの連携効果(平成25年8月9日低気圧)

×堤防の決壊が想定される地点

総被害額（億円） 1,269

被災人口（人） 8,396

床上浸水戸数（戸） 2,771

床下浸水戸数（戸） 76

浸水面積（km2） 1.4

総被害額（億円） 2,598

被災人口（人） 11,741

床上浸水戸数（戸） 4,114

床下浸水戸数（戸） 34

浸水面積（km2） 3.9

総被害額（億円） 1,434

被災人口（人） 8,996

床上浸水戸数（戸） 3,584

床下浸水戸数（戸） 80

浸水面積（km2） 1.7

総被害額（億円） 112

被災人口（人） 1,556

床上浸水戸数（戸） 395

床下浸水戸数（戸） 118

浸水面積（km2） 2.5

※被害想定は推定値です

東
北
新
幹
線

×

×

×
×

0.5m以下
0.5～1.0m
1.0～2.0m
2.0～5.0m
5.0m以上

凡 例

水深

水位低減 約１．７ｍ

ダムが無い場合の水位

明治橋下流右岸側を望む
（撮影：8/9 17:00 最高水位 1.82 m）

北上川


